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えぎ－'-c，キブーツ（イスラエルの共同経営村）出身の夫
人は什吋ラ独特のTi干の硬ヤヘプヰイ鰐でこう続けたf

t( h二｛アラプ入が悪ν人間だと！H、:1,tn、わよ，たた

1(,jニヲがこちらを1d用Lない，だからこ九らも向こうを

俗用しないわ簡単明瞭じゃなし、の／」黙サてお茶をすす

。たPさんは，その1カ月後シナイの前線に消えた。

γif$の高級位’とiiiの，ひっそけと前？まり返った F

fiJに＼＇Hlなざわめさが渦巻いていた 去る6月7司、 1 

メサエル軍がヨルダン川西洋とシナイ平地のほとんど£

j践を攻略した中東戦争3日目である。戦争のため赴任地

エルサレム市から，一時避難を余儀なくされたわたくし

；士、十つでも帰任できょ、用意のため，人［kl査証を求めて

{I干リンャ・イスう工fl,代表部を訪れjこのである。

事務室では，太りた中年の女性事務官を囲んで来答ら

しい数人のユダヤ人の男が，声高にヘブライ語で談笑し

こし、ナニ 「ゃっ，tりグγーン（イスつに／［－国防相）だね
え／ I！今度というノ「Iむよナセノレ，主主〆＇！.：ろう／ J等々 の

i 1:,:fけるようなおllll¥i＿に昏まれて，わにくしはまずその

事務官に， 「戦況はどうなってu、ますか？ Jと英語で聞

いた。彼女は物も言わずにわたくしの腕をとって燐の蜜

に也れこんだ。はらと，：,i:にはイス弓エルを中心とすノ＜，I ;_ 

人ブ.'I t東の地図依叩！があり， rn1i1_1w,.,,L－ブ、チナの山／f;Jlij
やJナイの沙漠に，点ヤとイスラ T,/f－の小旗が植えられ

てレる。「ヤッフェ／ （すばらしいでしょう／〕Jそのタ

性事務官はわたくしの同意を求めてにリこりし，わたく

u上i時間iこ194lijム，12/jの日本を恕、ν／＼＼して口ごも〔／こ j
i~kl t声高；こ演説li識のへfライ訴でこう言った。 寸
でにヨルターンのフセイン国王は国速に停戦措置を乞いま

した，ナセルも......もうすぐですノ」わたくしが白分の

身分Iや来訪の呂自りを符げる前のこととある。

h JJ l5S，わたく Li土表現し難し、以分で弾痕も生勺し

いに1,1)-レムiこ＇M{fl！こ。停戦後よりやく再拐されたll 
かりのイスラエル行き航空便は，志願者としておもむく

アメリカのユダヤ人青年のグループ。を除けばまったく粂

’与はんく，人気のなレ佼のテル・アビープ空港に着いた

.':: .＼；二i土手待物全’＂l:けlliるのにも lII年間以上待た主れヲ

交通の途絶えた空港で，途方にくれなければならなかっ

たのょうやくつかまえた相乗りのタクシーにもぐりこむ

L 運転手は深夜の街道をフルスピードで飛ばしながら

戸尚に体験談を始めたc 「まったくコン fト兵のあのざ

モf二きたら／ 何LJうおれたちのむをはど，とタンケを放

りIllして裸足で逃げてし、くんだからねえー…。Jそれか

ら刀通れは暗閣をすかしてふとわたくしの顔を見，驚いて
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スラエノレ（ I ) 

中東戦1,,;,11;・;t、る 1カ月lLど1・11Jのことであ。

「昨日れ之、 l本I・Pちゃパ.：/,.. fーよ，ま，＇／；・ーく i

Pさんはこういって嘆息Lた。イスラエルの新進の社

会学の学究であるPさんは，安息、日の干支の静かなひとと

きを，時折j) ／：ごしを招ャで （スヰエル社会のふれこれ

興味ある討悩を』i＼してくれ／， Cl）とふる C 30故以十日l［逼氏

ポほとんとずっ＇ （パレスi十生士れのユダγ人を意味

する｛谷称〉で占めるようになったこの国で，珍しく西欧

出身のPさんは母国認の英語でこう説明してくれた。

その前日，］＇ ~＇ん宅で知人主おーたに招いた＇ ｛・，，吐き

招かれたrj.1i二 l 人のアラブ人•｝：生ぷ交じってし、た それ

とは気づかぬ他のユダヤ人の客が，雑談に；：：＿ '.I日ったと

いうのだ。 「うちの借家にねえ，）品旋尽からl討されてき

た最初の客が，こともあろうにアラブ人ときたんだ。も

ちろん断：！) ..二泊λねえ，連！＼Iにう P かり貸し／行こんどんな

目に会わ二れるかわかったLんじゃないか，，ねえ／J~ 

は一瞬，異様な緊張に包まれ，招待主のPさんは息も止

まる思u、だ、ったというっ 「イスラエル干上会の自殺なんだ

がなあjドさんは真撃な表lhーを竺らせてぽJ ん Eつぶや

かた。

このと〈？ と，fにb、たP \/,,•'>f71t、夫人が激 L L、勢い

で切り出した。 「そりゃそうよノ 貸せないのがもらろ

んよ／J fいやしかし・ J とPさんが制止するのをさ
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Ⅰ　イスラエルから見た中東戦争

1967100094.TIF
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叫んだ。 「おッ，あんた，外国人じゃないか／ なに，

日本7 4りべ嬬LUね，まったしい本人はイスラ 1

1レ(JJ交え‘ f，だ fウ、らわJかれはF / iご，，の手を放I.て，ト

たくしに握手を求め，こう付け加えたのである。 「あん

た山l仏 「スラ Eルに義勇」J；を.L:＿：：＿し，二つ）じ）: , ｝出しL、

じ C·~，ふい,j, 正実の11t方だに， 11jごは.＇J 1i.'：にこれが；と
ったく作為的なヂ、マであることを知るまで，わたく Lは

こ，／J,f葉のンョック l,:,tえ杭けてl、た。
あれや~3 次大戦·／；ヘ と111界全店長がゼた小東戦・＇f，は，

いらおうの停戦を見たものの，けっして終わやてはいな

い。 L、つ/iiiil寺， 11＋び1jl東がえを引くか、予控訴を許5なし、

状m.にあるのである それゆえ，竺の戦争の本質を意味
について，正確に把握するーとは，今後の判析を繰らな

いたd，に土MよI）も，むプ：才1.－＇：，のと点〉る～もとにり，すべて

の知識や情報をそろえたうえでの体系的な脅終は、現状

でい主だf、！’I能：あ IJ，今後の謀題として孜dれよう。

しか＇，， 'i'i<,j(Jノ戦争 ，： l'IJltfrするたihのは本的TI.視i,'iだけ

はまず確立せねばならぬ。

ιn，・は、その，;t；，、図にj喜つL、て，【1，東：除争に1<',JかJ た1’
ス今工ノレ；'I会の／11.1］の諸事情合， L、くつωのがil,11,i!，＼におし、
て報告するものである。したがって，これは必ずしも戦

争辺住の，U尖t.：.，，己録こら総（，・的たう｝析でもたv、が，少土

くとも，近く再：｝激動するであろち中東情勢を考竺す乙

ための，問題挺起の役割を果たすことを意凶したもので

あろ

I イスラエルから見た中東戦争

1 中東危機の背景

1956年のスエズ動乱以来比較的王子穏と見られていた咋i

東iE，昨f］までは各肝の新聞でもiまとんど［ii際ニュース

のキ.JNをlj-えてv、なん＇ ・CJt:. ことに尚之内ふぺトナム：

中国が連上lt世界の耳flを惹きつけ，悪化の一途をたどる
中、／［司係ぶニユ』ス，n:/t形士山めるにぶょんを， q1束σ）

--hマ相f変j、，，ず「スラコルとアライがけケを片付で

いることさえ忘れられていたかのごとくであザ〉た。

I pしこのm1にも［！！東戦争へわ；主は；＇°；々 と r:司かれてL、
たのである 3 パース売の内祁分裂か「.~’リアの政情は慢

性的な不安定状Y>Lを脱しきれず，イエメンではこE制派と

革命泌がとれよ＇. .J1サソジ；・ ＇） ビノ〆とア 7フ、述（tを汗景仁

して血を流してL、たο イスラエルでは経済不況の泥沼の

中：： r－会山；）＇！~，U.;it1:i: L , 11＇＼＇.界むの内；＇（ l;t/I:争fl¥ 3司王て

ると L匁Iれなか jTこ
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この沈黙を破乙かのように、 196ii年7JJ 1411，突twイ

スラエ／レ空単が、：／ 1）ア領を爆撃したのは（注1）中東にそろ

Jごろん之ならぬ！緊張の礼西己点、；漂いだした！日発点とιL、え
る。国連安保理でこのイスラヱルの攻撃に対する非難決

議は成立しなかったが，さりとて非難に反対する某も皆

無で恥 ）t：＇だれぷ見ても」／＇；的 ！仁イス弓エ，，のこの爆

殺は‘イスラエノレ社会ではナでに当然のごとく受け取ら

j Lてc. Iこu

従来、イ λラE 11,を1hぐるi,,1境で紛争点1集＇i＇したのは
ほとんど北部のシリア国境である。アラブ連合との国境

I .t, f司＂＇.Jl-iハ激烈なイスラヱ；）..－非＇k1fの論調；こ色かカ‘わら

t，土♂：，tこく火花の散乙ことのな十のてtr名むあ円fニ。
ナセルはかねがね「シオニストを滅ぼすにはまだ時期が

λ！＝していh.', ・Jと長現していたのであ：：：， u と二ろが／ノリ

アi壇場tは様相がま 1だく異tc，ていた。 Jct{大なヨ／レイン
地溝の東麓に治vて南北f二li1境が走り，国境線のすぐ近

くまごイスごノエルのキーy一、ソl共同経営付）がぶ守.＇：－，，’ E立

きれ乃のに対し，シリア側は地j詳の斜凶にイスラエル領

4：見降ろす形で目［j線陣地を築いていた。双方が時折火を

II［＼く二とiけでにここ数年来の年中行事どな pでした。

1966年夏どろからはこれにかiえてエル・ファタハと呼

ばれ今アラノ側のゲリア隊が，国境近辺のイスラエル領

に港人してLきりに破壊活動を行なう ζ うになったと伝

えられはじめた。エノレ・ブアタハはシリアに根拠地を誼き

おもにシリア国民を，ときにはヨルダン，レバノンを経

てイ主ラエ！L.-怒ljに忍びtさみ，地雷敷設などのザボケージ

品活動を行なうのである。うだるような暑さの1966年夏

イスオエ／レの新聞は連日国宛辺の農村や道路での死傷の

終害を報仁るようになpたっ 1966年lOJ]7日には，つい

にイスラエル領エルサレム市の民家が爆破されているυ

もとよりj謡史紛争の？誌として，ーか側の報道のみで真相

を知ることはま pえくできない。ただ，イス弓エノレ社会

で徐々にアラブ，ことにシリアへの憎悪感がかき立てら

.!1ていったことは事実Pあ..，た。

19Gfi年10)]1411，イスラ工／レ， Lリプ（／）国i党緊怯をめ

ぐって安保理が開かれたが，すでにこの時，ソ速はイス

’工 1t，にサシリ f攻撃をすれば重大な結果になると強く

"t・｝告，アメリカ，イギりスは武力行動をひ、かえるよろ緊

急勧告を行なってし、るのは見のがせない。一触即発の同

況で，イスラエ1レ側の攻撃的姿勢は国Sfi'1包に 't,明，，/pだ

〆yたのである。エルサレム在住の一部の外国人の問で，

'L L iiミffil戦争になればどこに避難し〈工うか，などといろ

!:ff談ω話題が出はじめたのもこのころごあった。
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中東戦争の予備演留とでもいうべき第1ラウンドは，

1966年11月13日，まったく突然に行なわれた。イスラエ

ル軍はこの日未明，シリアならぬヨルダン領に侵入，エ

ルサレム南方約50キロの 1農村を攻撃して民家40戸を全

壊したのである。シリアの操るゲリラ隊がヨルダン農村

を基地にしてし、るから，とし、ろ理由であ，pたが，新聞で

スエズ動乱（イスラエノレではシナイ作戦と呼ぶ〕以来と

騒がれたこの事件は，さすがにイスラエルの時空民衆に

も唐突の感を与えた。軍部の独走ではないか， という戸

も聞かれ， イスラエルの軍国主義化の傾向を良心的に憂

うる一部のインテリもあった。その後の1Ul24日の国連

安保理ではイスラエル非難を満場一致で決議したの除青写

な雨季の冬をi画じて，以来紛争は激化の 途をたどって

いる。

イスラエルにようやく春のまぶいぜ、l湯光が溢れ出たこ

ろ，中東戦争の第2の予備行動が人々を驚かせた。エパ

ン外相が4月fiflにシリアの敵対行動はいつまでもづf

の側のみのものではないと議会で演説vc‘不気味な予
J惑を与えた直後の4月7ii，イスラエル’イE軍は再びシリ

ア領に大規模t（爆撃を加えたのである勺ンリア同呪に沿

って設定されている非武装地域内のイスラヱル農村iiL2) 

が，いつもシリア例｜の砲火を浴びるとU、う理由で．イス

ラエルはこの陣地とおぼしき国境沿いのシリア出存を爆

撃，燥撃掩；漆の目的で出動した戦闘機は凪i克・ダ7 スカ

ス問の空域制圧の任務を与えられ，迎撃したシリアのミ

グ戦闘機6機を繋墜した。新聞では1948年パレスチナ戦

争（イスラエルでは独立戦争または解放戦争と称する）

以来の規模の軍事行動と騒がれた。

イスラエル、シリア聞の緊張の激化は，一般大衆にも

何となく一種の不安をもたらした。サボタージュ活動は

いっそう頻繁になり，国連休戦監視機構Cit3）への苦情は

山積する一方だ.＇た。イスラエノレ，アラブ双方の桁導者の

fll手非難は，連日新聞で声明命戦の観をl,',L，これにイ

スラエル側に立つアメリカと， イスラ E ルに瞥；有するソ

連とが加わった。国連ではウ・タント事務総長が事態、を

収蛤すべくイスラエル，シリア問の混｛t休戦委礼会iii:4) 

の再開に努力したが，エシュコル首相flは5Jlllllに，シ

リアがその態度を変えぬかぎりイスラエルは，jJl 7 t:lの

攻撃よりさらに過激な行動をとらざるをえない，と吉明

し，明確にシリア攻撃の姿勢を見せてし、る。国民の間に

は従来のイスラエルの一方的勝利とアラブ連合の実質的

沈黙との経験が‘不安の中にもやはり楽天的な現壮ムー

ドを感り上げていた。 jでアラブ諸国との戦争になる Eは

まだ一般に考えられていなかったのである。

しかしイスラエルの臨戦体制はすでに整えられはじめ

ていたものと恩われる。カイロ放送がイスラエルはシリ

ア同境方面に軍隊を集結していると伝えたのに対し，イ

スラエル政府は5月15Flにこれを正式に否定している

が，国内に異様な軍事的兆候があることはイスラエルに

性むものには実感として迫ってし、たほ5）。この雰囲気の

もとに， 5月14日の独立記念日にイスラエルはエルサレ

ム市の軍事パレードを強行する。

1947年国連パレスチナ分割決議で国際管理地区に指定

されたこEルサレム市は，この決議を尊重する多くの国が

今でもこれをイスラエルの首都と認めず，大公使館はテ

ル・アビーフに置いている。しかもこの地区は1949年ノミ

レスチナ休戦協定により，重兵器の持ち込みを許されな

い。毎年独立記念日に外国外交官を招いて軍事ノfレード

を行なうイスラエルも，1958,61年の2回を除いては，い

つもテル・アビープやハイファでこれを行なってきた3

明らかに外国大公使のボイコ、ソトを招くエルサレム市で

の挙行を政府が踏みきるかどうかは，早くから外交界の

注主Iするところであったが，イスラエルはつU、に強行し

たのである。シリアとの緊張から見て，場合が場合だけ

に無用の刺激を与えては，という国内穏健派の批判もな

レではなかったが，新聞紙上では1949年の国連分割l案が

し、かに無効化したかを主張する論調がこれをしのいだ。

エシュコル首相は早くから，兵器に関しては1949年休戦

協定を守る，と繰り返していたが，アラブが協定侵犯を

行なう以上イスラエルも守る必要はなu、から重兵器を持

ち込め，協定の枠を守るのは怯儒というものだ，という

べングリオン元首相の勇ましい政府批判さえ見られた。

この翌日の5月151::l，カイロ市中をアラブ連合軍の行

進が開始されたのである。これがシナイの前線への移動

の故初で、あったが，まだイスラエルではそれほど大きく

は取り上げられなか〆〉た。まさかナセルが全商戦争をし

かけることはあるまし、，という一種の奇妙な信頼感が支

配的で，もしイスラエルがシリアを攻撃するならばアラ

ブ連介もただちに戦闘にはいるという声明値引や，自民

笠々とカイロの目抜き通りを行進する軍隊の動員のやり

方が，し、かにも政治的ポーズを思わせ，新聞論調もそう

伝えたので、ある3

5月17日の朝刊はイスラエル民衆に最初のショッケを

与えた。アラブ連合軍シナイへ／ という大見出しのも

とに，｜司軍の動きが本格的戦争に対するものであること

を伝えてし、る。全両戦争来る，という空気は1日のうちに
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拡まった。それまで関心の集中していたこのシリア溜境

から，一転して南のアラブ連合国境へ焦点が移され，シ

リア制圧の過去の勇壮なムードは，異様な悲壮感にとづ

て変わq た。そして国民がナセノレの動きを単なるジェス

チャーでないことを明確に納得させられたのはガザおよ

びシナイ地区の国連緊念軍（注7）撤退であった。 5月20日

にカイロで聞かれたアラブ連盟会議（チユヱジアを除く）

で，いかなるアラブ同への攻撃もこれを全体への攻撃と

見なす，と決議されたころ，アラブ速介'ifO主題連繋念草壁に

取り替わって｛陀8），ガザ地区とアカパ湾口ティヲン海峡

を望む要衝シャルム・エッ・シャイフ（Sharmes-Sheikh) 

を占拠，その布陣を終えており，シリアもまた総動員を

開始して国境に兵力を集結，イスラエルも19・w日のわ
ずか2臼問で予備役の召集も含む臨戦体制を整えてしま

った。 5月20日ごろまでにイスラエル，アラブの双方は

完全な全面戦争の態勢にはい什てし主ぺたといハてよ

し、。

2. 中東戦争

5月221,にナセルがアカパ湾封鎖をi正式に笈言したと

きには，すでにイスラエルではもう大した反響さえなか

ったo 封鎖はすでに事実となっており，鯛戦が目前に迫

っていることはだれの自にも明らかだったからである。

間際政治の次元ではエシュコルが大国の行動を求める声

明を出す，ウ・タントがカイロに飛ぶ，ジョンソンが十

セルのアカパ封鎖を非合法と声明する，ブラウンがモス

クワに飛ぶ，シリア，イラクの首脳がカイロに集まる，

などあわただしかったが，イスラエルの民・衆の関心はす

でにニューヨークには向かなかった。かれらにとっては

あくまでもfスラエル絶滅を公言するヒトラー的ナセル

の暴挙によって国家が存子守の岐路に追いつめ九れたと感

じられたのである。

5月23日の朝にアメリカ，イギリス大使館が在イスラ

エルのアメリカ，イギリス人にいっせい引揚げ勧侍を出

した心理的効果は大きかった。在留外国人は先を争って

出国に焦り，航空会社や旅行エージヱントの窓口はラッ

シュを現出俊9），限を血走らせた主婦たちは先を争って

食糧品店に走った。この間にも予備役の召集はどんどん

進められ，入手不足から公共交通は次第に止められてい

った。ことにエルサレム市では24日ごろには市内パスの

ほとんどが止まっている。政府官庁i品、ずれも仕事どこ

ろではないという状況で，男子はいずれも召集を覚悟し

てその準備に忙しかった。商工相が食糧の貯蔵は十分あ

ると再三にわたり声明しでも，実際には労働力不足が決
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間輸送を止めたため，食品j苫，スーパー・マーケットなど

は24日ごろ完全なパニック状態とな担，米，小笈m粉，か

ん諮など保存のきく食糧はまたたく間に姿を消してしま

りた。 25日ごろにはこのパニックも平常に復したと新聞

に報じられたが，実際は食品棚が空になり，商店は静け

与を取り挺したのである。ナでに男子のほとんどが前線

に消え，ガソリン販売の制限から自家用車の交通もとだ

えた街は．嵐の前を思わせる静寂が支配し，時折不安に

おののく史婦のヒステリヴクなわめき声が針のように尖

った空気を震わせた。

周囲をヨFレグン領にとり閉まれ，その迫態砲陣地がぐ

るりと輸のように向けられているoイスラエル領エルザ

レム市では緊張はことにすさまじかった。開戦となれば

fこった1本の道路で海洋平野とつながっているだけのこ

の，＿LJ頂都市が，あらゆる交通・通信を絶たれて孤立する可

能性はだれしも予想したのである。住E廷はガラスという

ガラスに紙を姑り待避濠の準備に追われていた。郵便の

fl：分け，配達などの労働はすでにティーンエージャーの

志願者の手によって行なわれ，残留している外国人（多く

はユダヤ人または親イスラエル系の欧米入学生〉は労働

力のなくなった農村等へ志瀕することが称揚され，これ

が美談として報じられるようになった。欽米のユダヤ入

管少年が続々と志願して楽園するというニュースがしき

りに伝えられるようにな叶たのもとのころである。だれ

もが一瞬先に火を噴くかも知れぬ状況に神経を張りつめ

てヤた。国際政治の世界のあわただしさに比ぺ，イスラ

エル閏内の外交界にはすでに何の動きもなく，特に泰然

n若としているのは口本であると新欄は伝えた（詑10）。
5月23日の夜遅くイスラエルではエパン外相をアメリ

カに派遣することが決められたと見られている。エパン

は24日に出発， 戸ゴーノレ，ウィルソンと精力的に会談し

て大国の支持をとりつけ， 2513ワシントンに着いたとき

には， 4大国の態度を見ているが国速にはもう期待しな

ャ，土語っているo イスラエルでは，26日のジョンソン，

エパン会談の結果次第で，国境は火を噴くだろうと見ら

れていた。一方カイ口に飛んだウ・タントがナセルとの

会見を待たされてようやく会えたものの， 25詞ニューヨ

ークに帰ったウ・タントの交渉成果については，イスラ

ヱルでは「空手で帰るウ・タント」（住11），英紙は「会談

は大成功とウ・タント語る」（注12）であった。イスラエル

ではいわゆる「タカ派」の代表格であるダヤーン大将が

前線視察などに活躍し，速いニューヨークで事が解決し

ようとはだれも実感しなかった。イスラエルの掬戦への
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ぼ全J~日を制庇，実力ごアカパ湾の封鎖を開放したc ヨル きだ，と諮ったとも伝えられる（住23）。
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,1,ダ／戦線＼：もi数！
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わ寸が611河のFU,Iでふ/j的ljjメljをi＇！！： イメノヱ／し（／） ,.05となる｝ 国外泊、らはユダγ人を立とする観光山カ為

社会は，別世界のように空気が変わってしま～たぷ人々 殺到し，占領地の見物が組織され，国内航空会社は占領

（主戦；ηの興会tと緊張感かんの解比一σも、りにつか；／！.，た仁う i也の遊覧飛／1乞閉めLた｝

に体験談をまくし立てたのぽつりぽつり前線から帰還し β月20日の新聞に，ベングリオン元首相の平和構想、が

た兵l,t.,;, ，＇ラプ U、治、、か；こだ（， Lな＇.Ii＇！：走［んか士／人 伝え；＇， ~ltこパ；始。それに上るとι全アヲ f諸問土のiJ'tJ:t

芦で語り合った J ：；；た質上すでに合体されたエル寸）レムで 会議、スエズとアカパ湾の航行保証を条件にふナイ地1,<:

J主人号泣占；p軍の統！M『にイ，IJ，かわらず，＇ft,, ,_! ,1, Yシ から撤退，ヨルダン滅工ルサレムの無条件合併（対アア

領を初れた 殺された無数のアラブゾしイス町六Fレ人の ブ公）!lーは不必要であふ工’レサ Lムl土グ！.＇＇デ王時代に f

悲しみ；まも〉巷かう押しやりれてしまったコ戦争の悲劇l スラヱルの首府であ円たL，永遠にそうあり続けるはず
をカJ，しめqi東現代史の士山重大な対if1；を分析する；｛J怜 だか（・， ¥ il leダ：川西日’に経 1斉をイスラエ；，，E連打tし
さは，イス 7TルフJ,,tの歓呼の嵐に踏みにじられてしt 'ID'.t千をイスラエルの保護下におくアラブ自治医を創設，
ったトのごこくでも pた ガザ地［メ位.Bi!を続ir!, ,jj也｜正の難民企ヨ•＞グン）I ii/Li岸t也iく

ところが政治の次元では，おそらく冷静そのものの討 に移けさせる努力，シリアが平和条約を結べばシリア占

算のIに立 Jて， f スラエルの•J並行硬なけ斗政添え｝ヰr:, 1 :i 領地ん込ら撤；/J, ヨ1！，，ダンが平和条約を結こば地'I＇海への

されてくる。 6月111::lのl萄連安｛染I里でゾj皇が激しくイス 交；函の便宜を提｛共，とし、うのがその骨子である。この中

ラエ1，を非干身して 1イ、るのに対し‘ fス r,・ Jレ一Cit！＋司、l
,1 J 来の初j閣議が開かれ， 1949年｛木戦協定の無効，第：l1守‘を る，·~.（である口 i孟jj車総iとTにおけるイスラエ／レに対する批宇

介さ 1可lU、ア子プ諸凶との¥l'.JJ妾交，'I,，，ア Jりべ湾:J,'Lficn !' I ill が集lI＇する＇ Iiを， ii1認地へのー体化政策は驚しごき勢い
の承認のないかぎり占領地を返きない、の方針が決めら で推し進められたc “月20日にはシナイのエル・アリー

れた・n21i'。三らにHヤー／｜毒防lilf'iアど，，カジメナレ」日じ シェ jてガサの｜討にt!Jの貨物列車が運行占れてし‘る。

者にイスヰエルぷ全エ Fレサレム！朽の符flt!，ガザ地［.~:cり イスラエ Fレ政府の立場を全面的に正統土見乙雰囲気は

合併，ヨルゲン川西岸のヨルダンの部分，スエズ運zμfc') 国中をおおい， 6月乙1日のドゴール大統領のイスラエノレ

航行，アカペ~航行の自 1H の保｜吟カミあるまでの？力，＇冷 批判ttドゴールの人気をとの国でまったくなくしてし宅

口の駐兵を要求する，と滑った注22＼》ケヤーンはこのさ ’川三CIL25〕。イスラエル総同盟は6月26日に国際自由労

い， ヅザ才Ji、びヨ llダ、ン Ill冴岸地区に［むして‘ ！ダに 連，「El際カトリッケヴJ速の視斉使節招j与を発表、まtこlit
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一一一一、一一一一一一一＿.＿＿.ー～一一一（，、 L 」 Jー」J～

件／！J車も fスニy工II,,にはじめて調子EをIll'iJとして副/¥Jナ ’， C'J;,flJ1致1,kJI羽l、；fl；伴：党を除く）は続;'I.-, ti Ji q，旬かん

ζjことにな＇＇ ／二｝新慨には同連でのM( －~ラ工中論識にー Jミ）（lj党 JノJJを中心に．ラフ f党、労働統一一党のill］に

怒，て，政）(I；士六fi;:1＼を新設L、ア／！｝，りのプ＂，，パゲ〉 i',Iぃ！のうみ起がJ,;'ffJJ：が－，た〉上去し、実［旬Cf乍を経て7Jj 16 

γ専門家を Ttii －， て司全 ttt:Wに機•）返しア弓ブ ，n暴虐をfr; 11 iこ快行部がい J ，たんラフ f党，労｛がJ統 党と f~ ［，J］を決

之上、 とし、ーだ投書さえ堂々と載せ「〉れfこl／、26、すでに ,LL fこfノJイ党は， 25l::lにな－，てそれを延期した！すで

単fよる寸－ > I十IJスムの感情全越えた熱狂的色気it，ア にf正ヲ工 ！レ政界は挙［_t,1 .致ムードを脱して各党の利害

'! r：プムUl沢町、にも例外でなく、 T. I[ iナレム・＇＂•，こ〉 カザ，？~H はじめ三のであるη エシユゴ Pレが英雄として；色

f大tおよ tiJJ 2KI Iに1'スサヱ.re大統領と fス子工ん7,?,i与t 速に政界のLiいたに跨！り/11た々γーンωことを，時tこ［戦

総長に名誉ρ）：：（，＇／士与え二〕式典を挙行して！主. ＇！二円であ lfoの功績（；： 自分だけのものとしれま士、するのはりっぱでな

ふ この二ぃ人を新附で兄たこの大’千九つ I'l-n r ノJ L、I＇：：ぷ〉た 1/t!O'fi'li量、 7JJ 1011 tこは，議会でイ 1,•－，工

人 （オt＝ェケ」人Jw·~f:111 が， Jjひ、に乍fir: I：はど1かとJ巴 .r＞’＼'2 ,:,-¥gC:《latYisni'I lの議Hが戦争以来はじめて共1有一

入とたにげなくっしゃいたとこ九， f二t，， 玄人隣にトに 叫J そ除く政党か，，のi攻）fffl戸を「;iljJL 1~ ＇ iUJl。

ノ＇・） 亡 ii,＇，＇／＇！引： iffiを点亦；二L乙i’.，. ！こEFレに／-,z1/C l ,i ;f,長llli含か均‘え1てイスナニ仁Yしの絞済i::J題も深刻であ

〆－~ G'l刀通／ とft，てう‘か J ，／二光f,：；は号ミi投fドjC：あ♂／二 ；：》、 i,t;広ヨ’L '・ 

Ii IJ27H iこヱ fしサレJヘ（；・（IFのrNrJ＇干：｛1i11としと、 fス〉 【Et、Ci,riiJ＇＋！；に LてL、fて凶岸地）），JZの農業は，突虫IH土けiI 

を巳 LしIl)j;i!て士， りTトJ白｜ベ今、 ゴ；I,ケン JIIP百J','.J邑J＆全i守むIll 5，な＜ L一亡 L土 Pた 日主f誇1当、i土占領，ヰ主に11J能f仁カミさ，） 1 

、L 7、一Fす寸そ：J戎に1j；：「るH

：＇ピ、岳i品L／二三さ＼，‘ 一存）：；大た1/ctにi上点dこI)1'1ijのこととそけ iiiルド在住に11({1》て十三 fスラエ／c裂の｝JIIi：食品を｛！！ぐ給すご》

li'fられど こリIIii午をt ,CエルサLムiliJ）同肢がl花ii. 勾）J'.: /J{;ih 1;こ＇／UZI,_,fスヲニEIしの実業界ci土，すてに Tへ
5れると『 「λλL, f~1/ 1 ti 1':: Lt先をイjlpてj LケL側に ,_i: 1L土！凡 Jiン111-ii~:Jllifot との陪！の急速には持＇／.Ji'j CJ i/.1 

段:i'IJL ;Iこ 二J,1,ゲ斗 (ill/, ¥jf（が：－J＇しノj〆通貨の fスラこr:./C l似lf(r戦争iを管台L1iU3人 fλ ラヱ ii,経済企li~iJJ ；主心、

i通貨への公開を命ぜんれく鋭frに行列＂c:Jべるこ 7,. I射 速なヨ，，勺〆！川西岸地域の；＇；－ fJHJ:失業問題をかカ‘えfニイ

11,t1)i1にノ、 fLー卜杭1t1とはL、.，ごL、yて：3I-:I/Mlのがi人 スヲゴ二九；ニ主 l》に大きな内成である， と'?ii＼昔しょこと｛L；）二

J'ti'r/，などをIII川 T，ご fス Y二，； ilill.'.:の'i'.i11:JラノシュがJJ! (, ,j iる・，1:rn，人子守、：）［＿C'）深刻な一方では‘失業ちは；j)i 

/1', L七 三（，＼以 I:もJ主うとU、われとし、！＝f,I,j[i：［のfilfi絡＝we, 5000人と！IH戦前段階にJ,i. ＇ており：（ ¥.15！，物官tliの上昇l上II

;, .＇こん LU山県であバ：I,1271》 t （， なL、 ！践十IIが斗十 f士l¥1；告の池出tiltli¥（γ '-j J i車（，ti{

7 I J 1 I J ' I -ll I山三川；こ;l）どく，［kj連総Jνバーや IrI, ム /II .: （ケリア・エ 公引の｛,Iii]jを/Jf,／／、ふと長以11）よレ

i';'(/f無；dJ(.1；泌を， fス＇.7.tんは完ノre：－：.無視し仁 Lt.》たり 'icH：を［／こ7Jj Lll Iのすく後乙占領地のiI長貨の交険ネ

l. 'l寸Lム，（i；土全体としご ｛J,工ノエんのものと5れ，三 を：公どし トnトにt41えたことに対する IM Fわ抗ぷが
！レケン ｛W/'1" ィ！h ；土エ •c サ Lム空港 Et氏名しご干1i:1抗近くIJl あり，政府は j Fしゲ〆通貨をl司際rli場で支険十心i金が f

lt ／~t 士人JL二，，¥lilii ＇：＇え発火されるに寸 f•）たれ2R,, li Jj 4 ）人手工 Pしトこりえられるなどp交換tヒ十：をc'ii立すると発去し

11 f見在P1 11 i二日付制）人c'>Tラノ難民がヨ ！l,,'.I : J 11山］；iか !=. 新i昔j(.'J報ずらとこ 7-，では＇il3G¥ 3 Ji,ケン1/Lt洋地域で

』＇lfi~± ，、 n\Ul\ ＇..て L 、·~－ ・ //129!, fλ7工，tI illi，！：やタト11:j it－抗Lくご1Jl, '// 通貨が不足し‘占領軍が fスラ T.／レ述

人続lだ ＇~｛－（才jてに＿；＿ .. ，γ人）士采せに観光，、てI,i tすJじ々 と←J }'j:による11元 •11:!d土仁てドふためfl[己はF も Eiニイ .I.,.-_, _,, 

, 7;, ;,,iにはレリ イζ ラヱ：c,{PI］エ＇l庁しムiiiのi¥i;I-J,' 'C j必伎のみをとHiずi寸る結果となり，そのため， fニアノfl:

大山i包｛ι心とはうられ〆，：fiなしと‘、うありさ主でふ。 11.'.:i主道路で通行人にヨルゲL通貨を必〉むし』ト3えはる

f二＇ ・＂す Jうにとこ；／lに（主，hl心／）,'l;''t方が紋ftJL，：て1［.ザレム かにj一二［11］る1:1イスラヱル・！！ヲで売ってし、るとL、ぅ。
; ？ ぴ3，、ス11¥J起＇.：： I.守て昭lerus, e川 I寺JS［革l¥i上（i}l411, 7 JJ 7 JU；には－－，＼、にヨ／し '1 ＞領エ／レサしi、1liてユ不f,'.;:lf払：

l:J 11 , 7 J J 17 i l司7 Jl 2〆111Jと7J]末tC iこ 4 巨•i も ）－：：. さく FベLカ、；ぬtノトがは，イスラム教指導者が結束して 1’又うエ

1¥1 •l l二；「 C，，、ふ ’：Ju」のもとでし J ーノ｛と乙とも知1.h／！，，：て iしv＞工／し+l・ しム｛；－f}ftこ抗議， 7 )J L81 l lニア11-・アアリグ〉

,n.ため行列せねばならない状f兄（土、 7JJ ょにな てもそ とスケ f行なわれ／ニイスニyム教徒一の礼拝はkl，しの趣があ

,jLほどじ＇.iz持ihC',iないのである｛ ＇！：と ~J じんhtニィ

[1WtlF if?九激変士 tそ；二、 t快勝を背：；：；どして fベオエ 'I•点i政令はけ r ' して終わ r , Cl.l:1ぜ、tn刈／〉こあふ f
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・－柑｛護地報告、ず叫｝ー』J ～
（注l) ィリア，し ノン仁，1,r1;1をもち fスラエJl

を経て汀ノレグン領夫布に流下jf リ ιダ、／ Ill土かねて

よりイ 7'ラ品ノレ，アラブ紛争の原因の一つになってい

己こと y:tJ111・.，れてトて｛イスウエ かヨノCf>HIをブ、

i且模な／！、平IJ.I i函の／.＇ハけ fllす乙に fえんで， 主1：，の低下

と水量の減少は下iritJ）ヨノンダンに大きた被得を与える

てとにな〆if’o アラブ-OtUはこれに；tt抗 Lプザルダン神／
1<tの－＂） / ア領’ll、 アスJII ( ： スラご •l はヘメJ

モン川と利くする） 2:'転(t;lさせてシりア市部， ヨルダン

ー慌の灘灘を行なう水干｜］計l聞か推進していt・ ニレ，) :i: 
持現場t1 y、ラエム円，J（が爆家 lぐので主：｝

（討会2) 1949年休戦協定によって設定きれとも ））c

fλ ラ品ノレはこの内部にその後多くの段付を役立して

；、る。シ，； ..側［土二l) 地域へ（／1fメラエ凡人 定 li'そ

のものを認めないな場をとっている f》

（注3) 1948年停戦協定によって設慨されたもの。

；モ名 UrntcdNations Truce Su]ll'rvision Organiza・ 

tion，略称 UNTS0o :r..ノレサレム市のイスチ品ノレ， 江

ノレダン闘境中間J0〕中立地域に盟主雀ri, o 
（注41 Iり49年円、111,,ih1定に系 r川、て， f,,, / ,T.-／しI' 

よぴ7'77双方の代表 ζ国連を代Jえする議民｝により

構成されるもの。英名 MixedArmisticeじommission,

略称 MAC. イスラ J と休戦協どを紡んど f ラプ諾

!-r！のお lつ につし、 ぷけらι；LJる。じリこれは

UNTSOの一部ではないが，そのスタッアがMACの

i1'1連代／、 J士」｛千ねるこ l になゥて＇－ ,; 0 こが p[1.I連諸後

:J平につい：， , N. Jl;ir-Yaacov, 17ie lsr,liι守yrian
A円nistice:Problems of 1nψlementation 1949～ 

1966, Jer日制＼em,Fl灯、 pp.293～：117にぶ｛い

（注5) イスラじん i)－－シリプ！＇1t；：；に軍事 ）) 1c:集結し

ているというカイロ放送は，間欧系各紙では単なるカ

イロの＂i"(Ji:γすぎた l取り私。どおり， tいにはソ連

jl唱の諜科i.•C - トのll f情報であらときめノげている

ものもある (J.Donovan, Israel's Fight for Surviv・ 

al, New Y"rk, 19川、 l》66）。

（注6) 5月16！い’ヲプ連f「政、午JiJ! jil] t I 1¥j, /1:JJ外l't!

大公伎にあてたものO

（注7) ，，~連緊f：＿’ iT( f英名 UnitedNations Erner 

ιency下川町s，略利 U:¥'EF）ル工 1956年スマス動苦しめ

後，イスラエノレ軍のシナイ地区からの撤込J川、わIi代

償とし七；；？＿され， カザ地区， アりバ湾口々（ドに駐む

していt' ，＿.おイス r二ルは｜’IIE! μ/l内に街iii六せるこ

とをね否したしつで，凶泊i軍はアラヅ迎合-Olliにのみがl立
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(ii 8) 後仁ウ・タン i絞告で切りかにされ止こと

しアラブ連合がカザ地区国連軍の撤逃を現地司令官

に＇.！：（：｝＇.＇. Lた1611午後8ff寺カ白人， ゥ・ 9ン！が正式にア

ラノ！恒行政府内 •),ts 求に河心。した18El i支tごの間十 日、

外交上の静子余曲桁があった。現地のガザでは17日経す

ぎにアワゾ述ft’時まか実力で1+;i主寧の認l1¥11リiのーっそ：1;

拠 i口、る。＇＇；， iL'rJi＆退要求，＿・1, ，］意し t~ ，：，・ !Iント Jノti¥

位IJ:大いに批判されたが，もしウ・タントが回答を巡

ら什l王、現地でアラブ連合箪と国連軍ω実力対峠はぬ

き1 ならなし‘；！，＼阪とな打， これがイステエノレ箪に｜！日

戦J）絶好の機会を lj,えたであろうことに注怠せねばな

らなL、υ

( ;Iリ1 5月L4LIしつ 1LI J、l!¥Jにテ JI.・γ にーブ空港か

らの出国者は3000人を越えたという （JerusalemPost, 

May 25, 1967.〕。

(:110) Jerusalem Post, May 26, 1967. 

(1111) Ha’aretz, 1967年5月26日付け。

（法12) Sunday Times, May 28, 1967. 

（げU）向上 ，＇，＇11ndayTi川esでも iコース iタ

ウン」と化したアノレ・アビープの特派民が，多分vョ

ンソンに抑制されるであろうこιパンがイスラエノレに的

対 l：ι河内ij）タヵj択を説付ごきるかと 1か…ーと必J
λ：／，こし、る。

（沈14) Ha’t1retz, 19671ド5月28日付け。

CL l忌） Htt'arctcc, 1967;f 5月30日Hけ》

(/l:lf,) 英紙はイスラエノレで拡がりつつある国民低

情を代表するものとして，デモ参加の 1婦人が「L シ

ュコ F l Lチエノバレン，タヤーンはチベーチノレ／ 1ι

叫／；ど正伝え円、三， (Daily i"viail, June l, 1967〕。

Ci上17〕 JerusalemPost, June 6, 1967. 

( ,U8) Le Fig. ro, 6 juin 1967. 

Ci 19) Int.’r11ational I Jerald T1 ilmne, June b, 

1967. 

( i i三O) Inter11c1tional n .. rald T，γ／川ne,June持，
19(i7仁川li:l:, T んダン主l村Hよ午後211与に停戦受JJY主

i司:illに通告したにもかかわらず，イスラエノレ軍の進

攻 LI続いている，と諮ったという．な＿j;, Jerusalem 

Post 19137年6JI lL日付け戦争記念号IOページにit，イ

スラエノレ軍が「火曜日」にヨルダン川西洋を征圧し，

(Jill，ιkj妨相が「ilff蓮日jにヲノレダン係エノレサレ J、の

歎..＼ ,j）；院を訪れた， とあうが，これ＋よLイζれも「永air

日jの；tlりのはずである。
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今iと，1の＜11:Jk戦＇fti土， イスラエルのi可’ぷfr：あ（まて 7ゑ必

4士一J これを杭f~せんとするアラーノ諾lιl と， r'I しょの｛；｛Ju; 

権利を；張L アラハつ非合丘、な圧迫~It，いのけよろと L

；－－－＿イスラエルとの戦争であると 持主にち一え「〉れてしごh

この見方；土、 jiLif干の},j'j止をづ／ヲ寸 I｝スム｜日］土d波打｝（と

とんえるtσJにほかなじ》ず、アカノミrhlNt'iご＇／1,'iの；（，：－J j－え

た十 I.:le (i[';'tfだがし JうおL由連を無視Lてヱ，，什レムを

(¥Hiした「ス弓工／＼..－も少しゆきjJE:，ぎてしと｝ラと 1,,. tて｛中

間U立Pf立の見物式の結論を導し、てしまう J 今l<'-1じっ戦争をめ

くり 3イスラエルとアラ ・・1C-') ¥・ 、ずオもをにrrずるや，とL、う
およそ科学的な立場かおはいi答c'J/1＼せようはずのなLぷ

！涯が谷田，r，マスコ三を阪わせたのも、ま3にこの感覚の
所肢であるにJ 実はこの観点が生士れてくる背役iこ；土す

でに ？との政治的、主坊とそれが必要と寸るじ大なふJj！の

j友；誌がひそんで」、るのである。中東戦争の分析のために

は，どう Lてもこの虚構の校を明じかにしておかねばな

んhL、3 ここてはその史的出来に触れ，その虚構を支え

て＇＇ ；：》現実とわかかわり白いにつし、て若干の問題を指摘

し/-:_ ＼、

シオ二ズムの論理構造

アラフ人♂）{lむ西ーアジアの一角ノミレスチナにイスラエ

ル同た建立したのが :l＇／ヤ人のシオ L スム運動の成果で

あ f），今iiのイスラエルがシオ）ズ、ムを国家存立の基盤

にt3＇，、て L、ることはfムく931られている。現在のイスラエ

;I.-, 7 ＇！ ノ立、i立の本質をさぐるとき，このシオニズムの

；命厚そのtのの1pに上述の虚構の校が隠されているので

ある i 士ずf衛庁iーにそれを見てみよう。

／ヰー ズムと {r, C.1..ダヤ人がみずからの氏族国家をi設

なぜんとするイデオロベーである。もとよりシオニズム

とそのjJ!:'.~iJJの歴史は複雑多岐をきわめるし乱暴に概論
すイ】二とは民主ねばならなヤu けれどt，この被雑多岐
のシオ ズム運動史を貰ヤて，たった一一つの共通の，し

カi J 寸二ズムザ〉本肢ともし、える前提がある。それはユ

ザγ人が一つの民族である，というあまりにも単純な前

tii'.ぞあらわ同知！のようにう 与オニニス、ムは近代ヨ一口、ソノミ

史のrpC{l11¥l'U：：差別の被害脊ぐあ〉たユタヤ人のせIに生

まれた y

二びゆ11＼はと日ljをめぐる問題一ーし、わゆるユダヤ入問

題が‘＇！＇ iii：以来 CJ一口ソパのキリスト教閣に伝統的な宗

教対立というJr;を支出上継し、でいるとはいえ，その本肢

が｛ロi仁円も｝[i:f七資本主義祉会のもたらした1字詰ljのi問題で、

ふ九ことは， 1J1iIll紀にすでにマルケスが指摘したことで

あ.，たい Lヵ、L社会の；fffi 7）マ皮差別名ーを倉I］りtr¥L，その

注目＇Jの本't'iが-oj＂・応の産物であることを隠さんとする体制

♂），，斜里μ上.，て，差別の問題が宗教問題や人種問題にす

りi十；｛＿ h * l，氏衆がそう観念する偏見の恨強さには恐る
E，きものがあるじ定i2次大戦後ヨー口：ソノミのユダヤ人間

！訟の本民主三鋭く分析した千，， トルが今さらのようにいっ

t ,;1さ｛＼＇， 、に／1＼されるのι，逆にし、えはこの校強さの証
左と di三えるであろう；，

Lノ十 正、ムはまさにこの虚構の論理を母胎として成立

した l それはラ［！そ昧のユダヤ人が民族ないしは民族とし

ての{f在住lif1ti:.をもつものである，とb寸前提を絶対化す

ることから出発するr ンオニスソ、思想史上の各種のパラ

コニテ fーに’白むさまさまの考え方の中で，これだけは全

体に共通な原型Hといってよし、。虚構の校はここから始ま
、.，
／，.，つ
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るL寸二てム円、工場合ぷめな1いのはj'j＂：ょ、内な vハ｝〉きで，(i》 fr干'Efr凶iu＇（の Jfi（泉を民政個有のも，；fqJに求めることによっ

-'!: lリ17｛；ρl司述，、Lスヰ寸分，%I'.ふとし、ぅ、会1!:;o, て， i芭にその自ti値の人知的千年遍性を汗定Lてし7主，－，たの

~：／ とし刀勺；f L l日J)t五L、ハレ九千 Ii/＇）題解 ？Iと：ぉt, ；，ノオ てある。それゆえ，その価値の客観円を保証すらとめに

ニペトにiF＇.＇：：「.（Ut,・,t いごもア子－／ ，，：こ乏；fJぷh「Jれ／；， はどうし亡も；お： f,の承認を経なければならなL、Jillil!を

はずがなか ど そし ,: ｛スヲェνはこの状況の中で‘ 4》Jて＇，＜：＇.，っそ Lてその長大の承認をパルプ才ア1工下？と

ら的iニlrtls'1；’iL二；1,:hなろ それにf.'c＇，ご兵1,L ：＇二，； Lノ f L、ぅ，wrn七義支配政策の一手段に求めざるをえなか Jf二

→ー戦争力：、ア7八＇J¥l文北を終てお.＿＇； l ::i .＼二電 1’スラコ.，. 二ど．そこに今日のfスヲエル民衆の悲劇ti：がむ：i弓する

が定力金も 什1E服lt~ tifJU也の限界全j会f礎！：： L C 1949 とレ；てよい｝
今国連付Jiit弓 ｛；がr;I かれる 1947'1-i；じ誠司弓際古l¥diに 第九に｛全日すべき／，（f土，このlDいどl宅-;ci"がパし ζ チ十（！＇）

指定3れで 1、fこ土ルザ Lム1¥iのjJ可＇i'sか ｛ i，ごアヱル側に入 j也での建i王iを！日えてし、るのに，そのパLえ子づの｝（（fl民

れんれ／こわばこのl時てである｛ fてヲエんはこれを実ft上 たるアラ7 人のことi士一えも苦かれてL、ないというJお突

の［W,11:'.1.‘l EとんどのJ者［：」が；むめにし主tに＿T_/1,-中し である y 主るーぞJ-Jの !ft界に t上じめてユグヤ入力：｝~Wi_L·c

ムをぽれと定め亡／；－－1lに至 F, -c・，る｝ illlclするカイ7上うな印象さえ与えるこの捨i向上， i正確に

3て，ここでは当とすζlのは fス子ヱルリJCき二、どの It rラア人を無視LよこJう‘らということなのではない 観

,,!~;:! = :-t t.: '.' 5きに述 ミ－｛こ／ .j 心＇， 0 ），；お上lj!構造］，JJl J合、元λr,/1¥'lelfご；， ·~ 二一ぐノ、，n,:1詰jlD(t；系にとぺご、その必

；夫日） 1 -,, ) .L 11., I司の科 'i'l(II／，必～i) :1 :, ，，、に yい亡乙ふ 宝さがないかじなのでふるu もらろんこの独立’i'，二？は，ヤi
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日ljや生まれたがかわ人f、［l等の梓千lj7)l与え （，,Itゐこと，

宗教の自由が保証されイ、二と，などを明記LてはL、る。

しかしこれがすでにユダヤ人の民族国家と規定されたf

スラエルの国守体制を今け容れるとし、う前提を枠にした

範囲でのτ［i等？あり目山？ある二土はいうとごもないυ

イスラエル国家を承認している者でも非ユダヤ人である

かぎりイスラエノレではあくまで兵端者なのであるc

このように11てく ζ｝ど予シオ二えムの論i'！！を法的な悦

範として形成されたイスラエル国の現実の体制が，常に

その規範のサンクションによって特徴づけられることは

｜丘ちに理解されるであん’ o バレー（子ナiこエ々ヤ人のj'i[

！家の存在することが趨謄史的に絶対の正う性を与えられ

ているから，それを在予定する者に対しては凶家体制の名

心おいて涙：li・ir許されたL', 、のである｝イスヤコ 11.,はまt:
：全ユダヤ人の国家で、あり，イスサエルのユ守ヤ人と他の

閣に存在するユダヤ人との相違は，単にすでに槌国に帰

還したかまど離散の地にあるかの；fi;，，、にすきなνと観念

とれるかう， iλユダγ.：：.Iiイスヲ＇＂ 'cとが：£ りにく等［C

されることになる。ユダヤ人虐殺のヒトラーとイスラエ

川ま殺のー十七 Jレが，｜ぃlじ位置を与え；，れて L i c，のでめ

る。ヒトヲーの非人jg['jーをその主主十セル＇こ令、修して f長
しまない論理は，シオニズムそのものに由来するとu、わ

)l；王ならなL、

itれど l_, lスラユ，，I刊の存｛U/11，立とりとんど伺自.＇r
にアメリカやソ連を含む諸大国によって承認され，国連

加盟によ J C国際社会に！よく受：f容れられご Liコたの

は事実で』肘》 これはけ）して J トズム心誠£1j!の；J.Ei'j

性が認められたからではなく，イギリスに代わって第2

；大大戦後C'）世界に支旧均i也位を縫立したア JIJ力の，ー〆

弓プ・ナ〆ヨナリズム｝L]J~10の政治戦略や国内政治におft

るシオニスト勢力の培大の結果の対ユダヤ戦略など，諸

大国側の冷酷な力の守合理によるものにほかtrらず，シオ

／への熱烈な定仰とiL＇.寸込わりがない。 fζ リ .JI,が王込

在まで国際的承認の根拠として絶えず意識し強調する凶

速にしても‘ほとんどのAA諸国がまだ政治的独立を達

成してしなかった当時の段階であれぽこそ，；{i大川の意泌

が圧倒的影響力をもっていたのである。イスラエル軍の

占領地かムの即時無条件撤退を主張する非同盟諸国グル

ープなどと Lうものが介在する土1拍子、状況むlムイス，－，

エノレがますます国連総会を離れても諸大国の支持だけを

重視する方向に傾かざるをえないのは，実際の歴史の示

すとおりて｛干うる。

国際政治過稜の問題はさておき，ここで指摘した十嵐

104 

要な・，pて実は，イムヴてルのか拘ーが政治ll'Jに承認されたと

いうことが，シオー二 Tムの主•Jl~tるイスうヱル国存在の
権利の正当性の根拠もまた承認されたかのごとき効果を

広く陛界に与えた竺とである。 j虫立宣了守が長々とユダヤ

史を説明しでか心 iこのゆえにノfレスヂーナにユダγ人の

国家を創ることは，すべての民族がその国家をもっ権利

があるのと同様に自然の権利であるjといし、きってしま

ったとき‘なぜ！とのゆえJであるのか Jという三寸ご

ズムの論獲の客観的分析への途は政治的に閉ざされてし

まった。これが世界に広く拡大された結巣となっている

のでk，る｝

受西欧に強力なイスラエル支持の雰閉気が，ナチに代音

されるユダヤ人問臨の加害者としての：意織に由来ナるこ

とはJで』こ広く知，：，1.lてし、る

し、U、，〉』まν、にその要Z位－を満fこしてやること’アラブとの

戦争が起これば志願者となって飛んでくる背年たちまで

生みII-¥J－＜－・らヤのシわば社会的なイスラエル・コ＞ f, 

ッケスとでも呼へるものの発動が，主観的にはユダヤ人

迫害に対する膿罪意識となり，客観的には西欧社会で消

えよノわないユヅヤ人問題のアリバイを｝杉r＆してしる二

とは今ミ （， It、うまでもないぞあろう｛注42;0I'-'l欧社訟はν
オ二ズムの論理の観念上の操作をそのまま認めることに

ょっとた在するユケγ人問題を純念的に克服しえたと店、

ヤ込ふうるので、あら。イス 7エルを支持する諸大国♂）政

治体制は，広範に広がるこの社会的基盤に乗って園内で

の支払をうることが PきるJ トセルのア＇j－／・ナ乙ヨ寸

リズムをjip圧する政策を， ilJ際政治の論理におし、てでな

く， イスラエルの存在とし、うI正義に刃向かう悪魔への闘

争とL' た道徳の1hしにすり Hえても民衆がこれを怪し

まな，， ', ここにおし、てわれわれは，シオニガム神聖化の

必要性が，単にシオニストの信仰心からのみでなく，諸

大国のカの論理KL、う君主俗そσ〉もののFl＇山から生じてい

ること企明確に口5めさるをえないのであふ 1

かくしてンオニズムの論理の客観的分析はタブー化さ

れ， イスラエルがt{在するとU、月こと， h、ヤしはじJ在す

べきであるとヤうことを絶対のがj提として現状分析がわー

なわれることになる。中東戦争は2大ナショナリズムの

激突という次元で解釈され、両者のし守、分を平等に並べ

てJ:t,1貯金対するとLう方法があfこかも’存続（（］であるかに

受け取られる（注43）。実はこの方法自体，政治的立場の所

産にほかならないのであって，イスラエルを否定するア

ラフが絶対の悪二le；こされ， fl己防衛の，ために闘うイ λヲ
エノLはつねにき＝玉にされるという解答のほうから逆にヲ｜
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き出された設問といえる。シオニズムのL張するユダヤ
人の超昨史的民族性はこの仁 01ttf客観性！にとノてさえ

不可欠の校胤·.~·あるから， 1’三ヤエル，ア？ァみJ .'t:i土rrM
命の民1j＼汁立 であったり lJ}lfにの宗教戦争ICあった

りする。イスラエノレの国家体制が欧米諸大閣の政治勢力

とともに非ユダヤ人に対して期待する「客観的立場Jが

積極的t二C J「二ズムを支払 It（＇ぜ、までも少な：ともその

論理を前提；こしたものでふるここはいうまで 1.tc 1, 、。イ

スラエルでは「イスラエノレ史Jとは「ユケヤ史Jなので

あり，現代イスラエルを「パレスチナ史」ないしは「西

アジア史Jにおし、て位置づける三とは認められなU、ので

ある。

4. it び

以上で見てきたのは，シオニズムの論理に日llしてイス

ラエル閑の基本的性格を確かめるという試みでありた。

現実のイ－； c;，仁ルがこのイ千f口ギーを作 p ごFfこ物質

的基盤のうJtliは，もちろん改めて行なわなけれ.rならな
し、。こ4刊 L 応，つぎの斗とを確認するι止めておこ
ソ。

それは第lに，ユダヤ問題とイスラエルの問題とのr，司
一視は， 〆う二ズムおよひそれと政治的手lj',1；を共通にす

る立場の f～ナロギーにおヤて観念的にのヌょ刈止してし、

る見方であ J》て，科学的視点からは排除されねばならな

いということである。ナチの迫害を 身に笈げたイスラ

エルが民刊の生存権をもっ三とは疑U、を入オl；！；｝ところで

ある， ': ¥ , fニ西欧の新開論拐に惑わさhむとめにも，

このことは惚l,,l,¥Jされねばな，，ない。

第 2に，イスラエル，アラブ対立が妥協のありえなし、

ユダヤ，アラフの民族対立である，とL、う表現がすでに

シオニ υへの論理に乗ってし、ることであ乙 i ？？ブがイ

スラエ •L i士T＇「l志するのは、 ／寸ーニズムの論理とそれに基
づく政策が本質的に帝国主義勢力のそれと一致するとい

う理由からであって， ［i.ユダヤの立場か「Jではない（も

ちろんアラブ社会内部にも反イスラエルを反ユダヤにす

りかえ亡 d伝説5せる虚構の{1:/flする条件fJ・>J.，に存在す

るが）。アラノの主張がw；凶正義に対する悩争日、う，す
でにアラブP自体の枠を越えたインター十ショナリティを

含んでし、るのに対し，イスラエルの主張が人類的普遍性

を欠いた仙irn：鋭から構成ミれる民族の存千i=ほという，な

んらの （，γーナシヨナ：）テ ffとももたぬ戸、n＼であると
いう， J二ぴ）鋭L対照をわれわオL；土注目したければならな

いのであるω

そして第3に長も重要なことは，シオニズムの理念と

それの具現としてのイスラエル国家体制の本質を否定す

ると iぜ、うことと，現実iこパレスF十で生存するユグγ人

の’LU権を否定するということは主ったく別問題だとい

うぶである。イスタエル国の存在のtr無にかかわんずミ

のユダヤ人の生存権が認められねばならないのはもちろ

んである。ところが，シオニズムの理念の否定はすなわ

ι2宇佐界のユタγ人の生存擦の否定であるといぺ観念
を，ンオニズムがれl初出すこと，ここにわれわれはイ三

ラエル社会のもつ最大の問題点を見いだすのである。そ

れは，イスラエルのユダヤ人の安全を何よりも願うとい

う得窓がいったん三の論理の虚構をそのまま受け符れる

とし、う反知性と結びつくとき，人i互のれにおいて政治怜

力の子設の役割を来たす人間を，ユゲヤ人・非ユグャ人

のほ矧lを問わず，生み出す可能性をいつも提供する社会

であるといえよう。

イ王ラエルがおに工ダヤ入問題を克服する方向は fて

07 .T.中社会が：， lニズムの論理を白己否定することであ

り，正たそれなく LCはアラブとの平和共存のまj{;((J持

機を生み出せない性44）。そして，イスラエル社会でのア

ラブ人差別をイスラエル社会の自殺として批判するイス

う工 Yレ人の良，1:_,(I)1li'があることを，われわれは忘れては

なt'，ないのであるr

（注37) M, Hess, Rome and Jeru叫んm.A. Her-

tzherg, The Zionist Idea: /l Historical Analysis 

and Reader, New York, 1959, p. 121. 

（注38) 190:l＂］にイギリス MIO也れチェンノイノンが

!ii界シオニス f険i,,'ilこ対L, ウカングの地をユグ六人

入植のため提供する提案をした。この提案は問機構内

部で嵐の論議を呼び起こした。政治的配慮からこれに

fl（まを示L／~＇店防：不シオニス I· ,c、すでにパレス f ; 

ヘ，！）入繍運動Jノ実践を推し進めど！、了二東欽系シ 4

！の対立がて ν勺 J九（r設で， 1903｛；二のな＇；（ i回世界シ，t，－.ス

ト大会は大荒れになっている。ヘルツノレ死後の1905年

の第7回大会でこの案は正式に拒否子された。

｛注39) T. lkr χl, Der Judenstaat, elfte J¥ufl《：＼f.s(',

Je1 usalem, i 94，，守 p.11. 

〔口；40) !hid., p. 28. 

（注41〕 パレスチナのユダヤ人口は， 1900年5万，

22年8万， λi'i-17万， 40年47万， 48{1（独立直後） 65 

}jとなってい乙（バlutistical,1bst，出、tof Israel 196ι 
仁よる〉。初miのf予i亡が圧倒的に’Vl吹から来国 lノ丈一円
に対し， 30年以後はドイツを中心とする西欧からの移

民が中心となった。この聞のアラブ人口に関しては

IOラ
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22,31年の2巴Iのセンサス以外に統計がないので詳細

はわからないが，イスラ且ノレ独立時ぜもユダヤ人llは

全パレスチナ人口の3分の l程度であった。

（注42) 中東戦争に際しイスワ品ノレの J;•·・村にJι願者

としてうれ；国した外国人青＇.f':I, Kリ、（）かりではな

い ic川｝印象的なのは積oj,Iめに／ス rコパ援幼に献身

せんと「る善怠の商ドイリ人（トリン lA徒）であっ

たJ ト子の罪悪を嫡なう~）；（ヨ三 f ラ 7 人 t 中東におけ

る新たな「ユダ γ人問題」のニエダヤ人と化する γ オニ

ズム体制への奉仕とが同惜しうるこの「得意」が，月哲

史を客観視せんとする知性と逆行することはいうまで

もないであろう。反ユダヤ主義はそのj文知性主義のゆ

えに問時に親イスラエノレ主義（この場介イスラエんと

't jいl々 Tlイスラエル人のこと Cた、， j スム国家体

;'11)：ごl伝化しうる L，イヘ i L ～人予芝1るがゆえに

手ぞ J ズム体制を批判す三l i1 ｝守；／、－－ 'Jγ主義者とロ子

、二rL辞さないのであ会 J こ1 :.c:t:Yl ; j義の伺皇室U:

／，－υ，日本も合めてすべて♂［記 ι／付云に）I，通の問題で

あるといってよい。

（注43) サノレトノレの主宰する『現代』が両者のL、ぃ

分をまとめて編集する方法によっておのずとこの立場

を示す結果になったのも， m大な窓ll;jえをもっている

ーーー・p・‘司b・・4 a・a、帽同＂

（“Le Confli t isra凸lo-arabeぺLeY》mpsModernes, 
Paris, 1967）。

（注44) シオニストがイスラ且ノレ建国運動に際して

fつヅ人山立場を無視したとい円土とにめいて，おそ

〆オ ι ストf聞j(i反論の根拠に fヰり λ ・γ ョニス

,-（致結，｝>-if－；！＇）： 荷であったヴァイツ才ノ（伎に初代イス

7 」パた統ill{iが，ヘジャーズのフ斗.1＇ン Eとの間に交

jバ f(io/(J；約束（これについては．仁 Vveizmann,

Ti・ial and Error: The Autobiography of Chaim 

Weizn叫 nn,New York, 1966, pp. 246～247に詳しし、〕

を取りよげるであろう。けれどもベングりオン（元イ

スラエールtYffi）がいみじくも指摘したように（D.Ben-

Gurion, Israel: Years of Challenge, Jerusalem, 

1%'.l, p. ］三）この協定は，その後 Fラプ1Jlll君、無視または

;'t）ピ！ ) , ) ,j t＿・ のでなんの意味ももt：なかっt-0 ベン

グ 1) ,j ン在、 ン／オニズムの理念ιt最初；J,( 》ご仁ダヤ人の

ハレヘチ→九，＼還をユダヤ，アラフ山立大セムKIAの友

H (rJ IJ JJ l}l係樹立の高遜な使命と考え乙いたというと

き (ibid.,p. 13），われわれはここにもシオ ιズム個有

の縦念的前提が潜んでいるのを見いだすのである。

（海外派遣員）

一一定品ノレサレム一一

中東の近代化とイスラム教

小村、 ’t _, ,¥ 

230t'l ¥ 450 

［＞イスラム教）払I•J.t じ （ 7. -jム教法と現実［＞独自のt'!(;l;iJ

C> 1ix:W.［＞近f'<（ド-1,,1r,'( i J，若例ibイスラム教の連帯主犯と十シ

三ナリズムじ〉イスヲム教はili:代化のrn止条件となるか
＇.必 ι' 
iJ・ 伊
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中近東における石油問題

野口雄一郎編

2n,, l ・;v, 

じ〉まえがき（野rl雄一郎） ［＞総論・中東石油と世界市場

（野口雄－ -Elll）・石油と中東諸国の国民経済（洋蒸尖〉中

東石油の開会ぞ1/;!(• 011'!/il＼日発の歴史（聖子口雄一nn・中
東石油の生JiL続出／，（ I込Iti •1人ー）・中東諸国にお』 j ら生段状

況（満喜雅到）・ i[1,jUji1i1v（業の労働事情（藤田弘コレ

中東石泊の；i;tr＂悩！？？・性 th冗〕長谷111，片）・中東｛1illi,}) ,Ii 

場構造（長谷n,，＇，）・ c!r •J( { I i:11の価絡体系（長谷ill,',）・中
東石油の原Hi iiJ;!;I ( 'l'f i ; IHI.一fl!I) I>中東経済と f,i1!1 産

業・中東経済に,i，める石川lの役割（藤田弘二）・中東諸国

内開発と石油収入・中策諸国の労働問題（伴者主夫〕じ〉中

東諸凶の行持11政策・キI］権協定の推移（赤津敏郎）・アラプ

石油会議とOp Eじの動1fiiC出蒸夫）じ〉中東石油の将来

（野ll雄－－flll）・利権協定の筒よりみた将来・中東石油に

たいするソ.dl{ j (i!f Iパ＇＂?/ 
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